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○
申
し
込
み
の
前
々
月
に

お
い
て
国
民
年
金
保
険
料
の

全
額
免
除
を
受
け
て
い
な
い

方
　

○
世
帯
の
年
間
収
入
が
９

９
０
万
円
（
事
業
所
得
者
に
つ

い
て
は
７
７
０
万
円
）
以
内
の

方《
融
資
金
額（
学
生
一
人 

に
つ
き
）お
よ
び
利
率
》

　

○
厚
生
年
金
保
険
加
入
中

の
方
…
１
０
０
万
円

　

○
国
民
年
金

加
入
中
の
方
…

　

万
円

５０
　

○
利
率
（　

年
１８

　

月　

日
現
在
）

１１

１０

…
２
・
３
㌫

　

年
金
教
育
資

金
貸
付
制
度
の

詳
し
い
問
い
合

わ
せ
は
独
立
行

政
法
人
福
祉
医

療
機
構
�　

・
３
４
３
８
・
３

０３

８
７
７
ま
た
は
同
福
祉
医
療

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。
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１１月２８日
東京都水道局多摩お客さまセンター

を開設しました
　《各種電話番号》
　○引っ越し、契約内容の変更　０５７０・０９１１００（ナビダイヤル）
　○料金、漏水修繕、その他各種問い合わせ　０５７０・０９１１０１（ナ
ビダイヤル）
　《受付時間》日曜日、祝日を除く午前８時半～午後８時
　※漏水事故などの緊急の用件については、全日２４時間案内

しています。

　※問い合わせの際は検針票や請求書等に記載されている

「お客さま番号」をお知らせください。

　※固定電話からの問い合わせは市内通話料金での利用とな

ります（ナビダイヤル）。

年
金
相
談
の
予
約
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

都
内
の
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
休
日
相
談
日
（
毎
月
第
２

土
曜
日
）
と
夜
間
延
長
相
談
時

間
（
毎
週
月
曜
日
）
に
予
約
制

に
よ
る
年
金
相
談
を
始
め
ま
し

た
。
予
約
は
、
相
談
実
施
日
の

１
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
専
用
電
話
ま
た
は

社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
受
け
付
け

は
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時　
１５

分
）。

　

な
お
、
中
央
・
板
橋
・
八
王

子
・
府
中
の
各
社
会
保
険
事
務

所
、
町
田
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

（
町
田
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
は

八
王
子
社
会
保
険
事
務
所
で
受

け
付
け
）
で
は
、
平
日
午
後
３

時
以
降
に
も
予
約
制
に
よ
る
年

金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
社
会
保
険
事
務
所
や
年

金
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も

順
次
予
約
相
談
が
拡
大
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
の

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
の
問

い
合
わ
せ
は
同
事
務
所
予
約
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
�
０
４
２
２
・　

・
５６

２
４
４
５
へ
。

教
育
資
金
の
貸
し
付
け
が

受

け

ら

れ

ま

す

　

融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に

入
学
さ
れ
る
も
し
く
は
在
学
中

の
方
の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
場
合
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

《
利
用
基
準
》

　

○
厚
生
年
金
保
険
・
国
民
年

金
の
被
保
険
者
で
保
険
料
納
付

済
期
間
が　

年
以
上
の
方

１０

　

○
申
し
込
み
の
前
々
月
ま
で

の
連
続
す
る　

カ
月
間
に
保
険

２４

料
未
納
期
間
が
な
い
こ
と

　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な

る
も
の
に
、
土
地
や
家
屋
の
ほ
か

「
償
却
資
産
」
が
あ

り
ま
す
。「
償
却
資

産
」
と
は
、
会
社
や

個
人
で
工
場
や
商

店
な
ど
を
経
営
し

て
い
る
方
が
、そ
の

事
業
の
た
め
に
用

い
る
機
械
・
器
具
・

備
品
等
の
有
形
資

産
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
「
償

却
資
産
」
を
市
内
に
お
持
ち
の
方

償
却
資
産

償
却
資
産（（
固
定
資
産
税

固
定
資
産
税
））のの 

申
告
は

年

申
告
は　

年
１
月
１
月　

日日（
水
）ま
で

（
水
）ま
で
にに

１９１９

３１３１は
、　

年
１
月
１
日
現
在
の
資
産

１９

の
所
有
状
況
を　

年
１
月　

日

１９

３１

（
水
）
ま
で
に
申
告
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
申
告
用
紙
は　

月
初

１２

め
に
届
く
よ
う
に
発
送
し

ま
す
が
、「
償
却
資
産
」
を

お
持
ち
の
方
で
用
紙
が
届

か
な
い
場
合
は
課
税
課
家

屋
資
産
税
係
�
４
７
０
・
７

７
２
７
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
同
係
へ
。

医
療
費
の
領
収
書
は
大
切
に

　

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
申
請
に
際
し
て
は
、
医
療
機

関
・
調
剤
薬
局
等
へ
の
保
険
対
象

医
療
費
の
支
払
い
済
み
の
確
認
が

必
要
で
す
。
こ
れ
は
、
支
払
い
の

あ
っ
た
医
療
費
が
高
額
（
基
準
額

以
上
）
の
場
合
、
基
準
額
を
超
え

た
額
が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
高
額

療
養
費
制
度
の
た
め
で
す
。
原
則

領
収
書
の
原
本
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
医
療
費
の
領

収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。国

保
と
交
通
事
故

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為

に
よ
っ
て
受
け
た
傷
病
の
医
療
に

国
保
を
使
う
と
き
は
、
必
ず
「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
届

け
出
に
よ
り
国
保
で
は
、
一
時
的

に
医
療
費
を
立
て
替
え
た
あ
と
で

被
害
者
に
代
わ
っ
て
加
害
者
に
医

療
費
を
請
求
し
ま
す
。
国
保
へ
届

け
出
す
る
前
に
示
談
を
し
た
り
、

治
療
費
を
受
け
取
っ
た
場
合
、
ま

た
国
保
へ
届
け
出
が
な
か
っ
た
場

合
は
国
保
が
使
え
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
�
４
７
０
・
７
７
３
２

へ
。

　放火や放火の疑いによる火災が、出火原因の上

位を占めています。市内では、本年１月～１０月末

に４件の放火が発生しました。

　火災を未然に防ぎ、身を守るための注意すべき

点は次の通りです。

　家の周りには、燃えやすいものを置かないよう

にする▼物置･車庫･空き家などは鍵を掛けてお

く▼家の周りを明るくしておく▼車両ボディーカ

バーは防炎品を使用する▼ゴミは決められた日の

朝に出す

　詳しくは消防署予防課指導調査係�４７１・０１１９へ。

放火にご注意

身
体
障
害
の
現
状

　

こ
こ
で
い
う
身
体
障
害
と
は
、

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
身

体
障
害
者
手
帳
該
当
の
障
害
を
い

い
、
大
き
く
分
け
て
肢
体
不
自
由
、

視
覚
障
害
、
聴
覚
・
平
衡
機
能
障

害
、
音
声
・
言
語
機
能
障
害
、
内

部
障
害
の
５
つ
で
す
。
ま
た
同
じ

障
害
部
位
で
も
そ
の
状
況
の
差
異

を
１
級
か
ら
７
級
で
表
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
は
３
８
９
５
人
（　

年　

月
現

１８

１０

　

月月月月月月月月月月月月
９９９９９９９９９９９９
日日日日日日日日日日日日
はははははははははははは
障障障障障障障障障障障障
害害害害害害害害害害害害
者者者者者者者者者者者者
のののののののののののの
日日日日日日日日日日日日

月
９
日
は
障
害
者
の
日

１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２１２
―
い
ろ
い
ろ
な
障
害
に
ご
理
解
を
―

　
　

月
９
日
の
「
障
害
者
の
日
」
は
、
こ
れ
を
機
会
に
「
障
害
」

１２
の
特
性
等
を
理
解
し
て
、
一
緒
に
地
域
で
支
え
合
っ
て
生
活
で
き

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支

援
法
が
施
行
さ
れ
、
障
害
者
施
策
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
従

来
は
、「
障
害
」
と
い
え
ば
身
体
障
害
が
主
で
し
た
が
、
障
害
者
自

立
支
援
法
で
は
、
知
的
障
害
と
精
神
障
害
も
含
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
発
達
障
害
や
学
習
障
害
と
い
う
新
し
い
概
念
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
身
体
障
害
を
中
心
に
見
え
に
く
い
障
害
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
�
４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

在
）
で
す
。
身
体
障
害
と
い
う
と
、

車
い
す
が
象
徴
と
し
て
マ
ー
ク
に

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
障
害

と
確
認
で
き
に
く
い
「
見
え
に
く

い
障
害
」
が
あ
る
こ
と
も
ご
理
解

く
だ
さ
い
。
特
に
内
部
障
害
の
方

は
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
障
害
の

有
無
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
人
工

透
析
を
受
け
て
い
た
り
、
心
臓
に

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
埋
め
込
ん
で

い
た
り
と
、
日
常
生
活
を
営
む
上

で
制
限
や
注
意
事
項
が
多
く
あ
り

ま
す
。
特
に
最
近
は
直
腸
や
膀
胱

（
ぼ
う
こ
う
）障
害
な
ど
で
ス
ト
マ

装
具
を
利
用
す
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。

例
え
ば
…

　

○
直
腸
障
害
の
場
合

　

病
気
や
事
故
な
ど
の
理
由
で
肛

門
が
そ
の
機
能
を
喪
失
し
た
た
め

に
、
腹
部
に
人
工
的
に
肛
門
を
造

設
し
て
排
せ
つ
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
通
常
の
肛

門
の
よ
う
な
仕
組
み
や
筋
肉
が
な

い
の
で
、
そ
こ
に
排
せ
つ
物
を
た

め
る
特
殊
な
袋
（
蓄
便
袋
）
を
装

着
し
、
外
出
時
に
は
主
に
障
害
者

用
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
、
排
せ
つ

物
の
処
理
や
袋
の
装
着
な
ど
を
行

い
ま
す
。
こ
の
障
害
は
外
見
か
ら

分
か
ら
な
い
の
で
、
障
害
者
用
ト

イ
レ
の
利
用
時
に
誤
解
を
受
け
る

こ
と
が
多
く
あ
る
と
い
う
話
を
聞

き
ま
す
。
障
害
者
用
ト
イ
レ
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
外
出
時
に
で
き

る
だ
け
不
安
な
く
利
用
で
き
る
よ

う
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
見

か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
、
障
害
者

用
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
方
に
は
、

そ
の
理
由
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
般
の
ト
イ

レ
が
混
雑
し
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
、
障
害
者
用
ト
イ
レ
を
利
用
す

る
こ
と
は
極
力
避
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
こ
で
な
け
れ
ば
、
対
応
で
き
な

い
方
も
い
る
の
で
す
。

　

○
聴
覚
障
害
の
場
合

　

聴
覚
障
害
も
誤
解
さ
れ
や
す
い

障
害
で
す
。「
聞
こ
え
な
い
」
と
い

う
こ
と
は
、
他
者
や
社
会
と
つ
な

が
り
を
保
つ
こ
と
が
難
し
く
、「
声

を
か
け
た
の
に
、
無
視
さ
れ
た
」

と
思
わ
れ
た
り
、「
聞
こ
え
な
い
」

こ
と
に
配
慮
し
て
も
ら
え
ず
疎
外

感
を
味
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

○
難
病
の
場
合

　

障
害
の
ほ
か
に
、
原
因
や
治
療

方
法
が
分
か
ら
な
い
難
病
患
者
も

日
常
生
活
で
多
く
の
支
障
を
抱
え

て
い
ま
す
。
現
在
、
国
指
定
の
難

病
が　

種
類
、
都
指
定
の
難
病
が

４６

　

種
類
あ
り
ま
す
（
難
病
医
療
費

２８等
助
成
制
度
対
象
分
）。

共
に
支
え
合
え
る 

関

係

づ

く

り

を

　

皆
さ
ん
が
等
し
く
歳
を
重
ね
る

高
齢
化
と
は
異
な
り
、
障
害
や
難

病
は
自
分
に
は
無
関
係
と
思
わ
れ

　

市
で
は
、
防
犯
灯
や
装
飾
灯
を

管
理
し
て
い
る
自
治
会
や
商
店
会

防犯灯の維持管理費に
補助金を交付します
１２月１５日（金）まで

に
対
し
て
、　

年
度
下
半
期
（　

１８

１８

年
６
月
１
日
〜　

月　

日
）
に
掛

１１

３０

か
っ
た
費
用
（
電
気
料
・
取
り
替

え
経
費
）
を
補
助
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
代
表
者
に
は
申
請
書

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、　
１２

月　

日
（
金
）
ま
で
に
地
域
政
策

１５
課
（
市
役
所
５
階
）
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
で

の
申
請
は

受
け
付
け

で
き
ま
せ

ん
の
で
ご

了
承
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く

は
同
課
住

宅
政
策
係
�
４
７
０
・
７
７
６
４

へ
。

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
事
故
や

病
気
で
障
害
者
と
な
る
こ
と
は
、

誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。

高
齢
や
障
害
に
な
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に

は
、
段
差
の
解
消
な
ど
と
と
も
に

お
互
い
の
思
い
や
り
が
大
切
で
す
。

　

日
常
の
小
さ
な

思
い
や
り
の
積
み

重
ね
や
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
が
、
地

域
生
活
の
障
壁
を
低
く
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。「
私
一
人
く
ら

い
な
ら
」
と
思
う
ル
ー
ル
無
視
の

影
響
は
、
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
近
年
は
、
障
害
が
あ
る
こ

と
を
理
由
に
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

行
為
に
対
し
て
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
部
の

障
害
者
の
行
動
が
多
く
の
障
害
者

に
対
す
る
誤
解
を
招
く
こ
と
に
も

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
不
注
意

や
誤
解
に
よ
っ
て
お
互
い
に
分
か

り
合
え
な
い
と
す
れ
ば
、
悲
し
い

こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
未
来
に

向
か
っ
て
、
共
に
支
え
合
え
る
関

係
を
互
い
に
築
い
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

障
害
に
対
す
る
ご
理
解
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
住
み
良
い
地

域
社
会
の
た
め
に
ル
ー
ル
は
み
ん

な
で
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
立
保
育
園　

パ
ー
ト
・ 

臨
時
保
育
士
、臨
時
栄
養
士

　

市
立
保
育
園
で
は
、
朝
夕
の

パ
ー
ト
保
育
士
と
、
産
休
･
育
休

･
病
休
等
の
代
替
と
し
て
の
臨
時

保
育
士
・
臨
時
栄
養
士
の
登
録
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

①
パ
ー
ト
保
育
士
＝
勤
務
時
間

は
午
前
７
時
〜
８
時
半
と
午
後
５

時
〜
６
時
半
（
し
ん
か
わ
保
育
園
、

ち
ゅ
う
お
う
保
育
園
、
は
く
さ
ん

保
育
園
は
午
後
７
時
ま
で
）。賃
金

は
１
時
間
当
た
り
１
０
１
０
円

　

②
臨
時
保
育
士
＝
勤
務
時
間
は

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
。
賃
金

は
１
時
間
当
た
り
９
３
０
円

　

③
臨
時
栄
養
士
＝
勤
務
時
間
は

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
。
賃
金

は
１
時
間
当
た
り
１
０
５
０
円

　

※
い
ず
れ
も
有
資
格
の
方
。

　

希
望
す
る
方
は
、
履
歴
書
（
写

真
添
付
）
を
、
保
育
課
（
市
役
所

１
階
）
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
登
録
制
の
た
め
履
歴

書
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
保
育
課
保
育
係
�
４

７
０
・
７
７
４
５
へ
。
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◆独立行政法人福祉医療機構
ホームページアドレス

http://www.wam.go.jp/wam/

情　

報
保

国


